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放射線発生装置使用室であるＥＰ１及びニュートリノビームライン室の性能の

最大出力を、6.912 GeV・μA(3.6×10 pps)に増強する変更申請については、平１２

成１４年３月８日付けで文部科学省より承認されておりましたが、機構内検査を

平成１４年１２月２０日に行い、最大ビーム強度にかかるインターロックが、申

請内容通りであることを確認しました。これにより１２月２０日付けで変更使用

を許可しましたのでお知らせします。
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